
主催：有壁農地整備推進委員会 協力：宮城県・栗原市

 活動日時：令和元年10月6日(日) 9:30から15:00
※小雨決行です。(大雨が降れば中止となる場合があり、その場合は前日までに主催者から連絡します)

 集合場所：「有壁２区集会所」（栗原市金成有壁八坂2-1）

（送迎バス利用の場合は、仙台駅東口バスプール 8:00集合）

 活動内容：「酒米」の稲刈りのお手伝い

 募集人数：30名【※18歳未満の参加者は保護者同伴でお願いします】
（人数に達し次第募集を締め切らせて頂きます。予め御了承ください。）

 申込締切：令和元年9月27日(金) ※申込方法等は裏面をご覧ください。

 その他
・仙台駅東口から現地までの無料送迎バスを運行します(8:10 仙台駅東口出発）。
・バス利用は先着20名とし､定員に達し次第受付終了とさせて頂きますので御了承ください。
・昼食は「地域食材」を使います。材料費として1人500円をいただきます。

江戸時代の宿場町として有名な栗原市有壁は、今から約1300年前、日照りで水がなく米作り
に困っていた里人のため、鎮守将軍藤原アサカリが京都から貴船神社を勧請し、雨を降らせても
らえるようお祈りした里です。その後、坂上田村麻呂、源義家、源頼朝など数々の武将にまつわ
る伝承が多く残る地域です。
昔から水不足で苦労している有壁集落では、「萩の鶴」という非常に美味しいお酒を造ってい

る地元の酒造会社と連携して、流域内に降った雨水（天水）だけで酒米作りに取り組んでいます。
今回は、酒米作りを通して地域活性化のために都市農村交流を計画しました。
春に田植え体験をして育てた酒米の稲刈りのお手伝いをしてみませんか。多くの皆様の参加を

お待ちしております。
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みやぎの農村を活性化する取り組み



天水による「酒米」の栽培カレンダー
４月中旬 種まき・・・ハウス内の苗箱に種をまきます。
５月下旬 田植・・・本葉が５枚程度になった頃、田に2株ずつ植え付けます。
６～７月 草取り・・・田や畦に生えてくる雑草を刈ったり抜いて取り除きます。
８月上旬 出穂・開花・・・稲の穂が出て、白い小さな花が咲きます。
10月上旬 刈取り・乾燥・・・稲が黄色く色づいたら刈り取ります。「ねじりほんにょ」で自然

乾燥します。

【参加申込書（栗原市有壁集落）】有壁農地整備推進委員会 小野寺 宛て

電話･FAX：０２２８－４４－２８１８
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（みやぎたろう）

宮城 太郎 男
○○大学
○○社

住所
電話番号 FAX メール 等

現地集合
バス利用

１

２

３

４

※上記の電話･FAX番号宛てに、所定の内容を記載してお申し込み下さい。(令和元年9月27日(金)必着)
なお、今回知り得た個人情報については他の目的には使用しません。

※参加の可否及び支援活動日程の詳細等を主催者からお知らせします。連絡の取れる連絡先記入をお願
いします。

当日のスケジュール（予定）

＊送迎バス利用者は、8:00仙台駅東口バスプール集合

9:30 集合・受付
10:00 開会・移動
10:30 稲刈り作業
12:30 昼食
13:30 地元の酒蔵見学
15:00 集合写真撮影･閉会･解散（バス出発）

＊送迎バスは、16:30頃に仙台駅到着予定

留意事項
（１）作業可能な服装(長袖、長ズボン)でご参加下さい。

屋外での作業になりますので、虫よけ対策を各自
お願いします。また、泥で汚れますので、着替え
のご準備をお願いします。

【持ち物】長靴、タオル、帽子、水筒、など
（２）移動中や支援活動中の事故等に備え、主催者が

保険に加入しています。
（３）前日まで大雨が降りほ場が不具合の時は、中止と

なることがありますので、その場合は前日の10月
5日(土)までに主催者からお知らせします。

（４）不明な点がありましたら、
下記の問い合わせ先までご連絡ください。

※農作業のボランティアであり、体験イベントでは
ないことをご理解願います。

～みやぎの農村集落を活性化する活動～

【申込み・お問い合わせ先】

有壁農地整備推進委員会
会長：小野寺 幸治

電話・FAX ：０２２８－４４－２８１８
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★この活動は、「農山村集落体制づくり支援事業」として宮城県が支援しています。


